
取付取扱要領書
この度はF SPORT PARTS(TRD)フロントスポイラーをお買い上げ頂きありがとうございます。
本商品を正しくお使い頂く為に、裏面の注意書と下記をよくお読みになった上で装着し、安全にご使用頂くよう、
お願い致します。なお本書は必ずお客様にお渡しください。

★本商品は未登録車への取付けは出来ません、取付けは車両登録後に行ってください。

■ 品番・適合

ＭＳ３４１－７８００１／２／３

フロントスポイラー

以下、MS341-78002-00（未塗装品セット）のみに同梱

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

部　 品   名 品   番 備   考数 量
フロントスポイラー
別ピースＢＲ

タッピングスクリュー

別ピースＢＬ

タッピングスクリュー
Ｊナット

１
１
１
８
８
３
３
１
１

⑫ １
クッションＢ

ｔ＝３０　ｗ＝４０　ｌ＝２００
⑪ １

クッションＡ
ｔ＝１０　ｗ＝１０　ｌ＝２００

⑩
⑨

２

グロメット

ＰＡＣプライマー
型紙

取付取扱要領書 本書は大切に保管してください。

Ａ３シール

■ 構成部品

＊ディーラーオプションを含み、他社製品との同時装着を想定しておりません。
　他社製品との同時装着の際は、あらかじめ確認を実施してください。

① ②③ ⑦

⑨

④ ⑤ ⑥

⑧

型紙

取 付 要 領 書
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Ｆ ＳＰＯＲＴ ＰＡＲＴＳ(ＴＲＤ)

ＭＳ３４１-７８００２-００

ＭＳ３４１-７８００１-Ｃ２ ｸﾞﾗﾌｧｲﾄﾌﾞﾗｯｸｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ（223)

未塗装品（ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理品）

ＭＳ３４１-７８００１-Ａ１

ＰＡＣプライマー
K－５００

　　　
　　　　　　　　　　

引火性固体 危険等級Ⅲ

切り口 有効期限/ＬＯＴ Ｎｏ:枠外に記載

火気厳禁
湿分・水分厳禁

接着促進剤

内用物重量：3.5ｇ

３Ｍ

以下、MS341-78002-00 (未塗装品セット)のみに同梱
⑭

⑪⑩

⑬

ＭＳ３４１-７８００１-Ａ０

ＭＳ３４１-７８００１-Ｂ２

ＭＳ３４１-７８００１-Ｃ０

品 番 適 合 車 種塗 装 色 型 式 年 式 備 考

'１４.０８ ～

ｿﾆｯｸｸｫｰﾂ（085）

ﾌﾞﾗｯｸ（212）

ﾎﾜｲﾄﾉｰｳﾞｧｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ（083)

ｿﾆｯｸﾁﾀﾆｳﾑ（1J7）

NX 300h
    F SPORT

NX 200t
    F SPORT

AYZ10/15

AGZ10/15

Ｍ６用

Ｋ５００
６×１６

Ｍ５用
５×１６

⑬
⑭

部　 品   名 品   番 備   考数 量
別ピースＡ
リベット

１
４ 黒色

⑫

ＭＳ３４１-７８００３ 共通品（212）



■本商品は、３年・60,000Ｋｍの保証を実施致します。(３年または60,000Ｋｍ走行時点のいずれか早い方まで)

※保証の詳細はＴＲＤパーツカタログサイト＜http://www.trdparts.jp/＞「保証について」をご覧ください。

■不具合が発生した場合は、お買い上げいただいた販売店へ、早急にご連絡お願い致します。
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■取付・取扱上の注意

この取付･取扱要領書では安全にご使用いただく為に、特にお守り頂きたいことなどを、次のマークで
表示しています。

警告！

注意！

この内容に従わず、誤った取付け、取扱いを行うと、人が死亡したり、重傷等を
負う可能性がある内容について書かれています。

この内容に従わず、誤った取付け、取扱いを行うと、人が障害を負ったり、製品
等の物的損害に結びつく可能性がある内容について書かれています。

アドバイス スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載して
います。

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

確認   本商品が到着後、すぐに本体に破損が無いこと、付属品が全て揃っていることを確認してください｡

警告   取付作業は、必ず平坦な場所でエンジンを切り、サイドブレーキがかかっていることを確認後行ってください。不安定な場所

       で作業､車両が動く状態での作業は重大な事故原因となります｡

警告　 エンジンルームやマフラー等の付近で作業を行う場合、ヤケド等の重大な怪我に注意してください。

警告　 本商品への改造･加工、適合車種以外への装着は絶対に行わないでください。破損や事故の原因となります。

警告　 取付けの際は、指定トルクに従って各タッピングスクリューを充分に締め付けてください。取付け時に緩みがあると徐々に緩

　　　 みが大きくなり、脱落等により重大な事故、故障の原因となります。

警告　 取付け初期は、タッピングスクリューが緩みやすいので、数キロ走行後には必ず増し締めを行ってください｡

警告 　取付け後、本商品と他の部品とが干渉していないかを確認してください。干渉している場合は、本商品を購入した販売店にご

       相談ください。そのまま走行すると破損や故障の原因となります。

警告 　本商品装着後に、衝突等の強い衝撃を受けた場合、取付部分や本体に変形や破損、故障を生じる場合がありますので、直ちに

　　　 ご使用を中止し、整備工場にて点検を受けて下さい。

警告 　走行中に異常な振動や異音等を感じたら直ちに安全な場所に停車し、レクサス販売店にて点検を受けてください。

　　　 そのまま走行を続けますと、車両の破損や事故の原因となります。

警告 　本商品は舗装路での走行を想定して設計されています。悪路や雪道での走行は、商品によっては破損の原因になりますのでお

       止めください。

警告 　本商品には十分な強度・耐久性を持たせてありますが、保管条件や取扱条件、走行条件によっては破損、故障が起こる可能性

       があります。保管、取付作業、ご使用に際しては十分にご注意ください。

注意   本商品の交換･取付作業は必ずレクサス販売店で実施してください｡

注意　 本商品の取付の際は本書を良くお読み頂き、注意・警告事項を守って作業を行ってください。

注意　 本商品は各構造基準に適合しているため、車検時も通常の検査と同様に受けられます。ただし適合車種以外に装着した場合、

　　　 またはその他の部位を改造しているなどの使用状況によっては、その限りではありません。

注意   未塗装品セット(MS341-78002-00)は未塗装の為、車両の外板色に合わせた塗装が必要になります｡強制乾燥させる場合は製品

　　　 が変形しないように固定し、70℃以下で乾燥させてください。

注意   未塗装品を塗装前に脱脂する場合、IPA※又はホワイトガソリンを使用し、シリコンオフ及びシンナーは使用しないでください。

注意   焼付け塗装の際に､乾燥温度を70℃以上に上げますと､製品に変形や割れが発生しますので､乾燥温度には十分注意してください｡

注意　 車両部品の脱着および車両へのフロントスポイラーの取付け時の傷付き防止のため、作業前に保護シートを準備し、取付け作

　　　 業は必ず保護シートの上で行ってください｡

　　　 また、取付け作業時には車両部品に傷を付けないように十分に注意してください。

注意　 両面テープの接着力最大限に発揮させる為貼付け作業前に両面テープ部及び車両の貼付け部をドライヤー等で約40℃程度に暖

　　　 めて下さい。

注意 　お手入れの際には、シンナー、ガソリン等の有機溶剤は使用しないでください。変色・変形の原因となります。

注意 　取付作業や走行により、車両本体、または本商品が損傷した場合のクレームには応じかねます。

　　　 上記の事項と本書の装着要領を必ずお守りください。

※ＩＰＡ＝イソプロピルアルコール



※本取付取扱要領書は、主にＲＨ側を示しており、　
　ＬＨ側も同様にってください。

■未塗装品の取扱いについて
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下記は、未塗装品(MS341-78002-00)の塗装前、塗装後の作業を記載しています。下記要領に従い作業を行ってください。

□別ピースＡの塗装
 1.図１のように別ピースＡ⑬を車両色に塗装
　 する。

 4.図４の順番でリベット⑭を取付ける。
　　　　　　　　 　　　　 （左右各２箇所）

 3.別ピースＡ⑬をスポイラー①にかぶせ、図４
　 のようにリベット⑭取付け部周辺の別ピー
　 スＡ⑬をマスキングテープ等でマスキングす
　 る。　 　　　　　 　 　（左右各２箇所）

 2.別ピースＡ⑬の両面テープの離形紙を、図
　 ３のように中央から約３０mm剥がし、マス
　 キングテープ等で表面に貼付ける。
　 　　　　　　　　　　　　(左右各１箇所）

□別ピースＡの組付け
 1.図２のように別ピースＡ⑬組付け部の汚れ
　 を取り除き、ＩＰＡ又はホワイトガソリンで
　 一方向にふいて脱脂する。

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。

！

アドバイス：脱脂後は、１０分以上乾燥さ
　　　　　　せてください。

注意：両面テープは、絶対に塗装しない
　　　でください。マスキングテープを
　　　貼るなどして、対応してください。

！

注意：乾燥温度を７０℃以上に上げます
　　　と、製品に変形や割れが発生しま
　　　すので、乾燥温度には十分注意し
　　　てください。
      強制乾燥させる場合は、製品が変
      形しないように固定してください。

！

注意：脱脂をする場合は、ＩＰＡ又はホ
　　　ワイトガソリンを使用し、シリコ
　　　ンオフおよびシンナーは使用しない
　　　でください。
　　　プライマーが溶ける恐れがありま
　　　す。

！

フロントスポイラー①

脱脂

離型紙

マスキングテープ

離型紙

注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
　　　してしまうと、正しい取付け位置
　　　に取付けが出来なくなります。

！

 5.マスキングを剥がす。

注意：フロントスポイラー①に捩れの無
　　　い状態で別ピースＡ⑬の取付け、
　　　貼付けを行ってください。

！

注意：マスキングをせずにリベットの取
　　　付けを行うと、フロントスポイラ
　　　ー①及び別ピースＡ⑬を傷付ける
　　　可能性があります。

！

マスキングテープ

リベット⑭

※三つ割れﾘﾍﾞｯﾄ
　挿入方向注意

　リベット⑭
(左右各２箇所)

フロント
 スポイラー①

２ ４３ １

フロントスポイラー①

別ピースＡ⑬

別ピースＡ⑬

端末を合わせて位置出し

図1　

図4

図3　

図2　

Ｃ-Ｃ

Ａ-Ａ

塗装範囲

Ｂ-Ｂ

マスキング
範囲

別ピースＡ⑬

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

塗装範囲

Ｃ

両面テープ
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※本取付取扱要領書は、主にＲＨ側を示しており、　
　ＬＨ側も同様にってください。

図6

注意：両面テープ接着後２４時間以内は
　　　洗車しないでください。

！

警告：両面テープは圧着ムラのない様に
　　　十分に圧着して下さい。
　　　圧着が不十分な場合は、浮き剥れ
　　　の原因となる事があります。

！

注意：両面テープの離型紙を図５で指
　　　示した順に剥がさなかった場合、
　　　隙が発生する恐れがあります。

！

注意：両面テープの接着力最大限に発揮
      させる為、貼付け作業前に両面テ
　　　ープ部及び車両の貼付け部をドラ
　　　イヤー等で約４０℃程度に暖めて
      下さい。

！

注意：両面テープの離型紙を剥がす際、
　　　離型紙を切らない様にしてくだ
   　 さい。

！

 6.図５のようにスポイラー本体①と別ピース
　 Ａ⑬のスキが一定である事を確認し、別ピ
　 ースＡ⑬の両面テープの離型紙を図の順番
　 に剥がして貼付け、圧着する。
  　　　　　　 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝
　 　　　　　　　　　　　 (左右各１箇所)

アドバイス：穴あけ位置のマーキング後、
　　　　　　フロントスポイラー①を仮
　　　　　　合せして確認して頂くと、
　　　　　　より正確な穴位置を出す事
　　　　　　が出来ます。

 1.型紙⑨        　 　　を台紙から剥がし、
　 図６のようにフロントバンパーガードの下
　 面部に貼付け穴センターをマーキングする。
　　　　　　　　　　 (中央と左右各１箇所)

ＢＬＨＢＲＨＡ

注意：型紙の端末がずれている場合は、
　　　貼付け位置がずれていますので貼
　　　直してください。

！

□取付準備

図5

別ピースＡ⑬

２１

フロントスポイラー①

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｄ-Ｄ

フロント
　スポイラー①

別ピースＡ⑬ Ｅ-Ｅ

フロント
　スポイラー①

別ピースＡ⑬

一定スキ

一定スキ

Ｆ-Ｆ

Ｆ

Ｆ

フロント
　スポイラー①

一定スキ

別ピースＡ⑬

型紙⑨ BRH 型紙⑨ A
フロント
　バンパー
　　ガード

マーキング
(中央と左右各１箇所）

形状合わせ

型紙⑨ BRH

パーティング
　ライン合わせ

型紙⑨

フロントバンパーガード

形状合わせ

段差沿わせ

型紙⑨ A
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※本取付取扱要領書は、主にＲＨ側を示しており、　
　ＬＨ側も同様にってください。

図8

図7

図9

アドバイス：穴あけ位置のマーキング後、
　　　　　　フロントスポイラー①を仮
　　　　　　合せして確認して頂くと、
　　　　　　より正確な穴位置を出す事
　　　　　　が出来ます。

 3.型紙⑨　　　　     を台紙から剥がし、
　 図８のようにフロントバンパーガードのホ
　 イールハウス部パッドに貼付け、穴センタ
　 ーをマーキングする。
　　　　　 　 　　　　　　(左右各１箇所)

ＥＬＨＥＲＨ

注意：型紙の端末がずれている場合は、
　　　貼付け位置がずれていますので貼
　　　り直してください。

！

アドバイス：穴あけ位置のマーキング後、
　　　　　　フロントスポイラー①を仮
　　　　　　合せして確認して頂くと、
　　　　　　より正確な穴位置を出す事
　　　　　　が出来ます。

 2.型紙⑨　　　　         　 　　を台紙か
　 ら剥がし、図７のようにフロントバンパー
　 ガードの下面部に貼付け、穴センターをマ
　 ーキングする。　　　　　(左右各３箇所)

ＤＬＨＤＲＨＣＬＨＣＲＨ

注意：型紙の端末がずれている場合は、
　　　貼付け位置がずれていますので貼
　　　直してください。

！

 5.図９のように下穴にφ１０．５㎜のドリル
　 でフロントバンパーガードに本穴をあけ、
　 穴のバリを取除く。
　　　　　　　　     (中央と左右各１箇所)

注意：バリを取除く時には、穴径が大き
　　　くならないように注意してヤスリ
　　　等で取除いてください。

！

アドバイス：穴あけ加工時、ドリルは穴
　　　　　　あけ面に対して垂直にし、
　　　　　　マーキング位置からズレな
　　　　　　いように注意してください。

注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

 4.全ての型紙を剥がし、図９のようにφ３㎜、
　 φ７㎜、φ１０．５㎜のドリル先端にストッ
　 パーとなるよう２０mmの位置にガムテープ
　 を巻き付け、φ３㎜、 φ７㎜の順にドリル
　 を使用してフロントバンパーガード下部の
　 マーキング位置に下穴をあける。
　　　               (中央と左右各１箇所)

マーキング
(左右各１箇所）

パーティング
　ライン合わせ

パーティング
　ライン合わせ

型紙⑨

フロントバンパーパット

型紙⑨ CRH

フロント
　バンパーガード

マーキング
(左右各３箇所）

型紙⑨ DRH

パーティング
　ライン合わせ

型紙⑨

フロントバンパーガード

型紙⑨ DRH

形状合わせ

型紙⑨ CRH

フロントバンパーパッド

型紙⑨ ERH

形状合わせ

段差沿わせ

フロント
　バンパーガード

２０mm ガムテープ

ドリル

ドリル下穴φ３㎜,φ７㎜
本穴φ１０．５㎜(中央と左右各１箇所）
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※本取付取扱要領書は、主にＲＨ側を示しており、　
　ＬＨ側も同様にってください。

図10

図12

図11

10.図12のようにフロントバンパーガード下部
　 の穴にグロメット⑥を差し込む。
　　　　　　　　　　 (中央と左右各１箇所)

 7.図10のように下穴にφ７㎜のドリルでフロ
　 ントバンパーガードをアンダーカバーとと
　 もに本穴をあけ、穴のバリを取除く。
　　　　　　　　　　 　(下部左右各３箇所)
　 　　　　(ホイールハウス部左右各１箇所)

注意：バリを取除く時には、穴径が大き
　　　くならないように注意してヤスリ
　　　等で取除いてください。

！

アドバイス：穴あけ加工時、ドリルは穴
　　　　　　あけ面に対して垂直にし、
　　　　　　マーキング位置からズレな
　　　　　　いように注意してください。

注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

 6.図10のようにφ３㎜のドリルを使用してフ
　 ロントバンパーガード下部とホイールハウ
　 ス部のマーキング位置に下穴をあける。
　　　　　　　　　　 　(下部左右各３箇所)
　 　　　　(ホイールハウス部左右各１箇所)

注意：グロメット⑥の差し込む向きに注
　　　意して下さい。逆に取付けるとフ
　　　ロントスポイラーが取付かなくな
　　　ります。

！

注意：本穴をあける際に、フェンダーラ
　　　イナーまで穴あけをしないと製品
　　　が取付けられなくなります。

！

 9.クッションＡ⑩を半分に切り、図11のよう
　 にフロントバンパーガード下部内側とロア
　 アブソーバーに挟むようにクッションＡ⑩
　 を貼付ける。　　　　　 （左右各２箇所）

 8.図11のようにフロントバンパーガード下部
　 内側のクッションＡ⑩取付け部の汚れを取
　 除き、ＩＰＡ又はホワイトガソリンで一方
　 向にふいて脱脂する。　 （左右各１箇所）

警告：クッションＡ⑩の貼付け作業は、
　　　必ず修理書に従いロアアブソーバ
　　　ーを外して行って下さい。

！

注意：脱脂を行う際はＩＰＡ又はホワイ
　　　トガソリンを使用し、パーツクリ
　　　ーナーは使用しないでください。
　　　油脂分が残り、テープが剥がれる
　　　原因になります。

！

フロント
　バンパー
　　ガード

段差基準

形状合わせ

クッションＡ⑩

内側視拡大図

穴位置基準

形状合わせフロント
　バンパー
　　ガード

クッションＡ⑩

Ｇ

Ｇ

Ｇ-Ｇ

ロアアブ
　ソーバー

フロント
　バンパー
　　ガード

ロアアブ
　ソーバー

クッションＡ⑩

形状合わせ

形状合わせ

FR

F
R

フロント
　バンパー
　　ガード

ドリル下穴φ３㎜
本穴φ７㎜(左右各３箇所）

フロントバンパーパッド

ドリル下穴φ３㎜
本穴φ７㎜(左右各１箇所）

グロメット⑥

フロントバンパー
　　　　　ガード

グロメット⑥
（中央と左右各１箇所）
パーティングラインに平行

向き・方向に注意

フロント
　バンパー
　　ガード

Ｈ-Ｈ

Ｈ

Ｈ

２枚同時に穴あけ
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※本取付取扱要領書は、主にＲＨ側を示しており、　
　ＬＨ側も同様にってください。

図15

図14

図13

13.図15のようにフロントバンパーガードの製
　 品両面テープ貼付け部の外周にマスキング
　 テープを貼ってください。
　　　　　　　　　  （中央と左右各１箇所)

15.マスキングを剥がす。
　　　　　　　　　  （中央と左右各１箇所)

14.図15のようにフロントバンパーガードの製
　 品両面テープ貼付け部の汚れを取除き、Ｉ
　 ＰＡ又はホワイトガソリンで一方向にふい
　 て脱脂し、ＰＡＣプライマーＫ－５００⑧
　 を塗布する。
　　　　　　　　　  （中央と左右各１箇所)

12.図14のようにフロントバンパーガード下部
　 の取付け部の汚れを取除き、ＩＰＡ又はホ
　 ワイトガソリンで一方向にふいて脱脂する。
　　　　　　　　　　　 　（左右各１箇所）

警告：ボディーコーティングが施されて
　　　いる場合は、塗装にキズをつけな
　　　いよう、コンパウンド等で除去し
　　　た上で、必ず脱脂を行なってくだ
　　　さい。

！

注意：脱脂を行う際はＩＰＡ又はホワイ
　　　トガソリンを使用し、パーツクリ
　　　ーナーは使用しないでください。
　　　油脂分が残り、テープが剥がれる
　　　原因になります。

！

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。又、プライマーはマスキ
　　　ングテープ外側にはみ出すと、シ
　　　ミの原因になりますので注意して
　　　ください。

！

アドバイス：脱脂、プライマー塗布後は、
            １０分以上乾燥させてくだ
            さい。

Ｋ-Ｋ

Ｌ-Ｌ

注意：ＰＡＣプライマーＫ－５００⑧は
　　　後工程で再使用しますので、捨て
　　　ない様に必ず保管してください。

！

！ 注意：Ｊナット④の差込む向きに注意し
　　　てください。逆に取付けるとフロ
　　　ントスポイラー①が取付かなくな
　　　ります。

 11.図12のように本穴をあけた下部とホイール
　　ハウス部穴に、Ｊナット④を差込む。
　　　　　　　　　　 　(下部左右各３箇所)
　 　　　　(ホイールハウス部左右各１箇所)

アドバイス：Ｊナット④の差込む際、周
　　　　　　辺の車両止め点を外してお
　　　　　　くと差込みやすくなります。

フロントバンパーガード

脱脂

フロントバンパー

ホイールハウスから９０mm

プライマー塗布部

２０mm

Ｒ止まりまでまっすぐ

Ｒ止まりから５mm

２０mm
Ｒ止まりから５mm

プライマー塗布部

フロントバンパーガード

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｊナット④
向きに注意

フロントバンパー

フロント
　バンパー
　　ガード

Ｊナット④

Ｊナット④

Ｊ

Ｊ-Ｊ

フロントバンパーガードの
スキ間に入れる

フロントバンパーパッド

Ｊナット④

マスキングテープ

マスキングテープ

マスキングテープ
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※本取付取扱要領書は、主にＲＨ側を示しており、　
　ＬＨ側も同様にってください。

図18

図17

図16

図19

17.フロントスポイラー①の両面テープの離型
   紙を、図17のように矢印の向きに約３０mm
   剥がし、マスキングテープ等で表側に貼付
　 ける。　 　　　　　　　(左右各２箇所）

18.別ピースＢＲ／ＢＬ②③の両面テープの離
　 型紙を、図18のように矢印の向きに約３０
　 mm剥がし、マスキングテープ等で表側に貼
　 付ける。 　　　　　　　(左右各１箇所）

注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
　　　してしまうと、正しい取り付け位
      置に取り付けが出来なくなります。

！

注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
　　　してしまうと、正しい取付け位置
　　　に取付けが出来なくなります。

！

19.図19のようにフロントバンパーガードに別
　 ピースＢＲ／ＢＬ②③を合わせ、下部をタ
　 ッピングスクリュー⑤で仮締めする。
　　　　　　　　　　　　  (左右各２箇所)

注意：両面テープ接着後２４時間以内は
　　　洗車しないでください。

！

警告：両面テープは圧着ムラのない様に
　　　十分に圧着して下さい。
　　　圧着が不十分な場合は、浮き剥れ
　　　の原因となる事があります。

！

注意：両面テープの接着力最大限に発揮
      させる為、貼付け作業前に両面テ
　　　ープ部及び車両の貼付け部をドラ
　　　イヤー等で約４０℃程度に暖めて
      下さい。

！

20.図19のように別ピースＢＲ／ＢＬ②③止め
　 点側両面テープの離型紙を剥がしながら貼
　 り付け、圧着する。　　 （左右各１箇所）
     　　　　　 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝

注意：両面テープの離型紙を剥がす際、
　　　離型紙を切らない様にしてくだ
   　 さい。

！

16.図16のようにフロントスポイラー①両面テ
　 ープ貼付け部の汚れを取除き、ＩＰＡ又は
　 ホワイトガソリンで一方向にふいて脱脂し、
　 ＰＡＣプライマーＫ－５００⑧を塗布する。
　　　　 　　　　　　　　（左右各１箇所)

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。

！

アドバイス：脱脂、プライマー塗布後は、
            １０分以上乾燥させてくだ
            さい。

離型紙マスキングテープ

離型紙

マスキングテープ

フロントスポイラー①

離型紙
離型紙

別ピースＢＲ②離型紙

別ピースＢＲ②

タッピングスクリュー⑤

タッピングスクリュー⑤
バンパーガード側の
　　離形紙のみ剥がし圧着

止め点側の
　離形紙のみ剥がす

太線部の形状を
　合わせて位置出し

約２０mm モール端末から３mm

プライマー塗布部

プライマー塗布部

フロント
　スポイラー①

拡大図

Ｍ

Ｍ

フロント
　バンパーガード

フロント
　バンパー
　　ガード

Ｍ-Ｍ
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※本取付取扱要領書は、主にＲＨ側を示しており、　
　ＬＨ側も同様にってください。

図24

図23

図21

図22

図20

 1.図23のようにフロントバンパーガードにフ
　 ロントスポイラー①を合わせ、下面をタッ
　 ピングスクリュー⑦（中央と左右各１箇所）、
　 タッピングスクリュー⑤（左右各１箇所）、
　 車両タッピングスクリュー（左右各１箇所）
　 を仮締めする。
　　　　　　　　　  

  2.図24のようにホイールハウス部をタッピン
　 グスクリュー⑤で仮締めする。
　　　　　　　　　　　　　 (左右各１箇所)

23.クッションＢ⑪を半分に切り、図21のよう
　 に別ピースＢＲ／ＢＬ②③の横に貼付ける。
　 　　　　　 　　　　　　 (左右各１箇所)

24.図22のようにフロントバンパーガード下部
　 を固定している車両タッピングスクリュー
　 を取外す。 　　　　　　 (左右各１箇所)

注意：フロントスポイラー①を取付け後、
　　　外側にはみ出ない位置に貼付けて
　　　ください。

！

注意：取外した車両タッピングスクリュ
　　　ーは再使用しますので、無くさな
　　　い様に必ず保管してください。

！

□取付要領

22.別ピースＢＲ／ＢＬ②③の両面テープの離
　 型紙を、図20のように矢印の向きに約３０
　 mm剥がし、マスキングテープ等で裏側に貼
　 付ける。 　　　　　　　(左右各１箇所）

注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
　　　してしまうと、正しい取付け位置
　　　に取付けが出来なくなります。

！

21.仮締めしているタッピングスクリュー⑤本
　 締めする。　　 　　　　（左右各２箇所）

フロントバンパー
　　　　　パッド

フロント
  スポイラー①

フロント
 スポイラー①

フロントバンパーガード

車両タッピング
スクリュー
(左右各１箇所）

タッピング
スクリュー⑤
(左右各１箇所） タッピング

スクリュー⑦
(中央と左右各１箇所）

タッピング
スクリュー⑤
(左右各１箇所）

別ピースＢＲ②

フロントバンパーガード

クッションＢ⑪
（ｌ＝１００ｍｍ）

別ピースに
合わせて突当て

フロントバンパーガードの
Ｒ止まりに沿わせる

離型紙

マスキングテープ

別ピースＢＲ②
離型紙

フロント
　バンパーガード

離型紙を裏側に貼付け

別ピースＢＲ②

車両タッピング
スクリュー
(左右各１箇所）

フロントバンパー
　　　　ガード
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 3.図25を参考に、フロントスポイラー①のセ
　 ンターに厚さ２mmのシム等を挟み高さ位置
　 を出し、両面テープの離型紙を図の番号順
　 に剥がしながら貼付け、圧着する。
　　　　　　　　｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝
　　　 　　　　　　　　 　 (左右各３箇所)

※本取付取扱要領書は、主にＲＨ側を示しており、　
　ＬＨ側も同様にってください。

 5.図26のようにホイールハウス部を仮締めし
　 ているタッピングスクリュー⑤を本締めす
　 る。 　　　　 　　　　　(左右各１箇所)

 4.図26のように下面部を仮締めしているタッ
　 ピングスクリュー⑤⑦、車両タッピングス
　 クリューを本締めする。
　　　  　　　　 　　(中央と左右各２箇所)

図26

図25

注意：両面テープ接着後２４時間以内は
　　　洗車しないでください。

！

注意：両面テープは圧着ムラのない様に
　　　十分に圧着して下さい。
　　　圧着が不十分な場合は、浮き剥れ
　　　の原因となる事があります。

！

注意：両面テープの離型紙を図25で指
　　　示した順に剥がさなかった場合、
　　　隙が発生する恐れがあります。

！

注意：タッピングスクリュー⑤を本締め
　　　する際、フロントバンパーに押当
　　　てながら、モールとフロントバン
　　　パーにスキがないことを確認して
　　　タッピングスクリュー⑤を本締め
　　　する。

！

注意：両面テープの離型紙を剥がす際、
　　　離型紙を切らない様にしてくだ
   　 さい。

！

フロントバンパー

フロント
  スポイラー①

フロントバンパー

フロント
  スポイラー①

本締め本締め

    ■取付完了後の点検・注意事項
１．フロントスポイラーがタッピングスクリューにて、車両に確実に取付けられているか点検する。

２．フロントスポイラー及び車両部品に傷を付けていないか点検する。

３．製品の全周に渡り、浮き、剥がれの無い事を確認する。

内側から離形紙引抜く

シム等

モールが
カバー端末から
はみ出さないこと

フロント
  スポイラー①

フロント
  スポイラー①

フロント
  スポイラー①

内側から離形紙を引抜く

フロントバンパー フロントバンパー

フロントバンパー

Ｎ

Ｎ

Ｐ

Ｐ

Ｒ

Ｒ

Ｒ-ＲＮ-Ｎ

Ｐ-Ｐ

１

３

５

２

４

６

内側から離形紙引抜く

本締め

フロントバンパーに押付け
スキ間が無いように圧着

アドバイス：厚さ２㎜のシムをご用意し
　　　　　　てください。無い場合は、
　　　　　　厚さ約２mmのワッシャー等
　　　　　　で代用してください。

注意：両面テープの接着力最大限に発揮
      させる為、貼付け作業前に両面テ
　　　ープ部及び車両の貼付け部をドラ
　　　イヤー等で約４０℃程度に暖めて
      下さい。

！


